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第
二
部

　班
長
＝
長
尾
勝
、
細
野

　

貴
央　

　

�

団
員
＝
玉
田
和
也
、高
見
直
也
、

水
戸
豊

第
三
部

　団
員
＝
三
宅
貴
広
、
松

　

田
敏
幸
、
前
田
祐
介
、
小
森
正

　

之
第
四
部

　団
員
＝
可
児
信
行
、
永

　

江
建
明
、
岩
井
直
広
、
村
田
直

　

城第
二
分
団

第
一
部

　団
員
＝
澤
野
泰
輔
、
長

　

江
真
和
、
藤
井
章

第
二
部

　団
員
＝
亀
谷
孝
太
、
津

　

田
晃
裕
、
田
上
慎

第
三
部

　団
員
＝
大
坪
佑
貴
、
渡

　

邉
達
司
、
山
口
輝
和
、
曽
根
雅

　

史
第
四
部

　団
員
＝
藤
井
佑
太
、
曽

　

我
益
荒

第
三
分
団

第
一
部

　団
員
＝
若
尾
義
道
、
佐

　

伯
秀
樹
、
山
田
健
太
郎

第
二
部

　団
員
＝
大
澤
幸
司
、
西

　

口
哲
矢

第
三
部

　団
員
＝
谷
村
誠
、
斉
藤

　

智
司
、
渡
辺
和
典
、
宮
島
秀
典

第
四
部

　団
員
＝
小
澤
淳
平
、
菰

　

方
暢
崇
、
白
川
公
次
、
瀧
花
英

　

志
、
山
内
一
志
、
石
丸
聡
、
中

　

谷
友
彦

第
四
分
団

第
二
部

　団
員
＝
奥
村
拓
矢
、
野

　

崎
豊　

第
四
部

　団
員
＝
沖
野
将
也

昇
任
の
皆
さ
ん

幹
部

団
長
＝
小
澤
修
二

第
一
分
団
第
四
部

班
長
＝
小
島
則
和
、
西
垣
利
美

退
団
の
皆
さ
ん

幹
部

団
長
＝
日
比
野
惠
勇

副
団
長
＝
水
野
泰
行

指
導
員
＝
吉
田
久

第
二
分
団
長
＝
三
宅
鈴
夫

第
三
分
団
長
＝
櫻
井
謙

第
四
分
団
長
＝
菅
内
桂
市

第
一
分
団

第
一
部

　団
員
＝
佐
藤
浩
伸
、　

　

久
永
和
也
、
久
保
田
真
二
、

　

　

�

山
田
淳
也
、
宇
野
春
雄
、
続　

木
雄
介
、
美
齋
津
貢
太

第
二
部

　班
長
＝
小
池
哲
也

　

団
員
＝
金
子
連
、
古
田
佳
輝
、

　

佐
藤
拓
郎
、
加
納
清
孝

第
三
部

　団
員
＝
小
池
昌
彦
、　

　

�

三
宅
邦
一
、
千
賀
康
裕
、
玉　

田
一
輝

第
四
部

　班
長
＝
桑
下
俊
治
、　

　

渡
辺
誠
二
、
太
田
英
貴

　

団
員
＝
可
児
資
和

第
二
分
団

第
一
部

　団
員
＝
菱
川
暢
之
、　

　

吉
田
俊
一

第
二
部

　団
員
＝
柘
植
光
弘
、　

　

礒
谷
憲
次
朗

第
三
部

　団
員
＝
杉
山
俊
也
、　

　

加
藤
君
宜
、
山
口
裕

第
三
分
団

第
一
部

　団
員
＝
岩
田
昇
一
、　

　

吉
田
暁
正
、
長
谷
川
政
昭

第
二
部

　団
員
＝
下
瀬
智
也
、
土

　

田
勝
久

第
三
部

　団
員
＝
奥
村
賢
司
、
芳

　

賀
真
悟
、
青
木
達
也
、
山
下
充

第
四
部

　団
員
＝
西
尾
良
太
、
伊

　

藤
祥
治
、廣
瀬
誠
、岡
田
朋
幸
、

　

荒
木
義
久
、
山
田
聡
史

入
団
の
皆
さ
ん

幹
部

副
団
長
＝
中
島
勝
雄
、
奥
村
茂
明

指
導
員
＝
斎
藤
友
次

第
二
分
団
長
＝
林
伸
吉

第
三
分
団
長
＝
吉
田
憲
博

第
四
分
団
長
＝
古
山
智
敏

第
一
分
団

第
一
部

　団
員
＝
河
辺
広
明
、
伊

　

藤
勝
規
、圓
藤
亨
、今
井
奨
祥
、

　

小
川
直
貴

消
防
団
の
入
退
団
式
が
、
４
月
５
日
（
日
）
可
児
市
役
所
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
た
皆
さ
ん
と
新
し
く
団
員
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

消
防
団
活
動
の
バ
ト
ン
を
つ
な
い
で

平
成
21
年
度
可
児
市
消
防
団
入
退
団
式

ご
あ
い
さ
つ

　

今
年
度
、
可
児
市
消
防
団
長
に

就
任
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
の

保
護
と
い
う
消
防
の
使
命
を
全
う

す
る
よ
う
、
一
生
懸
命
努
力
す
る

所
存
で
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

新
入
団
員
の
皆
さ
ん
へ

　

消
防
団
活
動
に
は
、
厳
し
い
中

に
も
楽
し
さ
や
喜
び
が
い
っ
ぱ
い

あ
り
ま
す
。

　

先
輩
の
指
示
を
受
け
な
が
ら
挑

戦
し
て
く
だ
さ
い
。

　

き
っ
と
、
素
晴
ら
し
い
仲
間
、

ふ
る
さ
と
を
守
る
と
い
う
使
命

感
、
や
り
遂
げ
た
後
の
満
足
感
を

得
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

訓
練
は
、
災
害
に
迅
速
に
対
応

し
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め

る
た
め
、
そ
し
て
、
身
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
で

す
。
し
っ
か
り
と
訓
練
し
て
、
有

事
に
備
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

今
年
度
の
消
防
団
の

　
　主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

4
月
5
日
（
日
）

　

入
退
団
式

5
月
31
日
（
日
）

　

可
児
市
消
防
操
法
大
会

9
月
6
日
（
日
）

　

可
児
市
防
災
訓
練

11
月
9
日
（
月
）
〜
15
日
（
日
）

　

秋
季
火
災
予
防
運
動

12
月
26
日
（
土
）
〜
30
日
（
水
）

　

年
末
夜
警

1
月
10
日
（
日
）

　

平
成
22
年
消
防
出
初
式

3
月
1
日
（
月
）
〜
7
日
（
日
）

　

春
季
火
災
予
防
運
動

※
こ
の
ほ
か
、
地
区
の
お
祭
り
や

　

運
動
会
な
ど
に
も
参
加
し
て
い

　

ま
す
。

問
合
先

　防
災
安
全
課

第
１
分
団

第１部 広見、石井、広眺ケ丘

第２部 瀬田、柿田、渕之上、平貝戸、石森

第３部 中恵土

第４部 下切、今、谷迫間、みずきケ丘、姫ケ丘

第
２
分
団

第１部 今渡

第2部 下恵土、禅台寺、徳野南

第３部 川合、川合北

第４部 土田

第
３
分
団

第１部 矢戸、長洞、室原、塩、坂戸、美里ケ丘

第２部 塩河、清水ケ丘

第３部 菅刈、西帷子、緑、鳩吹台、虹ケ丘

第４部 東帷子、長坂、愛岐ケ丘、光陽台、若葉台、帷子新町

第
4
分
団

第１部 久々利、柿下、柿下入会

第２部 羽崎、二野、緑ケ丘、羽生ケ丘

第３部 大森、大森台、桜ケ丘、皐ケ丘、桂ケ丘、星見台、松伏

第４部 兼山

　消
防
団
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り

た
い
人
、入
団
を
希
望
す
る
人
は
、

防
災
安
全
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

小澤修二さん（団長）




